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国際純正・応用化学連合



IUPAC とは

IUPACは、1919年に設立された、基礎・応用化学分野の学術的な教育研究の

コミュニティーを代表する、国際組織です。

化学研究分野の研究者がお互いに共通の化学の用語や記号、並びに概念や

定義を用いて、化学という学問を行うために設立されました。
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例） 2022年には40カ国から

約1,000人の化学者が登録

現在の企業メンバー数

34

現在の加盟組織数

28

現在の準加盟国数

１

現在の加盟国数

56
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新元素発見の認定と、元素名の決定の例

IUPACは、新元素 113, 115, 117, 118番の発見を認定し、その命名権を与える

という、極めて重要な活動をしました。

2016年11月に、新元素113番「ニホニウム」が新元素として国際的に発表され

ました。「ニホニウム」の発見が日本の研究グループ（理化学研究所）によって

成し遂げられたことは、IUPACによって認められました。

113番元素の命名権が日本に与えられたことは、日本の学術にとって大変価

値のあることでした。
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ニホニウム!

アジアで発見された元素が周期表に記載されたのは、初めてのことでした

2019年がメンデレーフ周期発見150周年であることを踏まえ、2019年を国際周期表年（International Year 
of the Periodic Table of the Chemical Elements）として世界的に祝う年とすることが、国連の発議により
宣言されました。IUPACは、その主導的な役割を果たしました。日本学術会議では、関係する学術機関と
協力して、中高生を対象にしたエッセイコンテストや、市民参加型のシンポジウムを行ったり、学会や小中
高等学校等が企画した周期表年の式典やイベント等を盛り上げる役割を担いました。

https://iypt.jp/



ゴールドブック 化学用語集 Compendium of Chemical Terminology 
グリーンブック 物理化学用語集 Quantities, Units and Symbols in Physical Chemistry 
オレンジブック 分析化学用語集 Compendium of Analytical Nomenclature 
パープルブック 高分子化学用語集 

Compendium of Macromolecular Terminology and Nomenclature 
レッドブック 無機化学用語集 Nomenclature of Inorganic Chemistry 
ブルーブック 有機化学用語集 Nomenclature of Organic Chemistry
シルバーブック 臨床化学用語集 Compendium of Terminology and Nomenclature of

Properties in Clinical Laboratory Sciences
ホワイトブック 生化学用語と関係文書 Biochemical Nomenclature and Related Documents

出版活動の例
単位・命名法など、化学分野における世界標準を規定する書籍や、実験デー

タを精選して集められたデータ集など、世界中の研究者・技術者の指針となる

さまざまな書籍を出版しています。数年おきに、改訂版を出版しています。

化学分野のバイブルと言われ、化学という学問を行うために必要な書籍です。

IUPAC 活動の紹介



日本の貢献
IUPACでは、2年または4年おきに、役員や委員の選挙が行われます。

日本学術会議では、IUPACと日本の信頼関係を維持し、IUPACにおける日本

の存在感を高めるため、日本から多数の化学者を推薦しています。

選挙で選ばれた委員は、国際的に化学の教育研究に貢献すべく、無償で

IUPACの活動に参加します。

IUPAC 日本の貢献

IUPAC役員への就任状況（過去10年間）

2012-2013年 会長(President) 巽和行（名古屋大学・名誉教授）

2014-2015年 前会長(Past President) 巽和行（名古屋大学・名誉教授）

2016-2017年 執行部役員(Executive Member) 山内薫（東京大学・教授）

2014-2017年 執行部役員(Bureau Member) 山内薫（東京大学・教授）

2018-2021年 執行部役員(Bureau Member) 酒井健（九州大学・教授）

2022-2023年 執行部役員(Bureau Member) 酒井健（九州大学・教授）

2024-2025年 執行部役員(Executive Board) Christine Keiko Luscombe

（沖縄科学技術大学院大学・教授）
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